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研究成果の概要（和文）：江戸時代から昭和初期までの日本画家によって書かれた「技法書」を

多量に収集し、統計的に分析することで、現在のように材料という物質によって日本画が定義

づけされるようになった過程を明らかにすることができた。また、明治以降の美術学校で使用

されていた「摸本」の調査により、その変化の過程を裏付けることができた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
This study shows the process that “Japanese Painting” has come to be defined by 
distinctive materials the same as today. In this study, we collected “gihōsho” (technical 
books) that Japanese Painters wrote from Edo to early Showa era and analyzed them 
statistically. Also, we examined “mohon”(copies) that used in Tokyo Fine Arts School 
after the Meiji era. From the above, this study could support the process of changing to 
define “Japanese Painting”. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

現在、日本画は岩絵具や和紙・膠といった
画材によって語られることが多くなってい
る。近年では古典絵画の科学分析や、それら
の成果に基づく復元摸写制作、技法書の刊行
などによって、日本画が材料によって語られ
る傾向に拍車がかかっている。しかしながら
これらの傾向は、近世～明治期の技法書には

なく、画材の説明や用法よりも、東洋絵画の
伝統に則った画家の心構えや作法が説かれ
てきた。「六法」の中でもっとも重要視され
た“気韻生動”や「用筆」の基本である“懸
腕直筆”、そして絵画の目的とされた「写意」
などの言葉は、今日の日本画家にとって死語
となりつつあるが、これらの言葉が忘却され
ていく過程と背景を明らかにすることは、現
代日本画の位置を知るために是非とも必要
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な作業である。そして、これら作画過程の作
法や画家の精神性は、結果物である絵画作品
を科学分析しても見えてくるものではない。
画材偏重、科学偏重に流れる今日であるから
こそ、逆に、日本画とは何であるかを非物質
的な視点から再検証する必要があると考え
る。 

 

 

２． 研究の目的 

 

本研究は、日本画家の立場から材料に偏重
した現代の日本画観に疑問を提示し、技法書
と摸本の分析・調査によって日本画の精神面
からの再定義を試みるものである。 

従来、東洋絵画の真髄として重んじられて
きた絵画の精神性や心構えを表す言葉には、
「六法」「用筆」「写意」などがあった。しか
し、古典絵画が科学的調査によって解き明か
され、日本画が画材の物質性によって語られ
てしまう現在、日本画家にとってこれらの言
葉は死語となってしまっている。本研究は、
こうした日本画観の変化と背景を明らかに
することが目的である。 

 

 

３．研究の方法 

 
近世～近代の画家が各時代に自らの理念

と経験を書き遺した「技法書」を重要な文献
資料としてとらえ、収集及び調査分類をする
ことで日本画観の変遷を辿る。また、かつて
日本画の教育上に不可欠であった摸写教育
を東京芸術大学大学資料館と京都市立芸術
大学芸術資料館所蔵の「摸本」の調査から読
み解く。 

 
技法書研究に関しては、まず近代デジタル

ライブラリーからのダウンロード、古書店か
らの買い入れ、図書館等により文献の収集す
ることから始めた。収集した文献は、江戸時
代（元禄以降）の文献をおよそ７０篇、明治
から昭和戦前期をおよそ８０篇、戦後をおよ
そ４０篇である。また文献は必要に応じて翻
刻を行った。これらを読み解き、その中から
「六法」「用筆」「写意」といった日本画の精
神性、または日本画の技法材料をより深く著
しているものを３０篇ほどを選出し、書誌情
報・序文・目次などを整理した。また、著作
権の切れた文献を中心に技法書のテキスト
データ化も行い、内容ごとに整理してデータ
ベースを作成した。 
 
摸本研究に関しては、東京芸術大学芸術資

料館所蔵の５０００点あまりの手本及び摸
本類が未整理のままの状態であったため、そ
の整理作業を行うことから始めた。また、京

都市立芸術大学芸術資料館所蔵の摸本の閲
覧も行った。これらにより技法書で起こって
いる日本画観の変化と、摸本類で起こってい
る変化の比較をおこなった。 
 
 
４．研究成果 
 
 これまでの美術史研究において「技法書」
を文献資料とした研究は少なくないが、「技
法書」をメイン資料として多量に収集し、統
計的に分析する研究手法には前例がなかっ
た。また、技法と材料は切っても切り離すこ
とができないものであるが、材料に関する研
究は進んでいても、技法の研究がおこなわれ
てこなかったため、その時代ごとの日本画観
やその材料についての扱い方や価値観が検
証されることがなかった。 
今回、江戸（元禄）時代から昭和初期まで

の日本画家によって著された「技法書」を多
量に収集することができた。この中には、こ
れまで活字化されることがなかったために、
脚光を浴びることのなかった技法書も数篇
含まれている。本研究では、これらの翻刻を
行い、これまで知られることのなかった技法
や材料についても知ることができた。これら
を分析することで、現在のように材料という
物質によって日本画が定義づけされるよう
になった過程を明らかにすることができた。 

また、技法書は大きく時代の価値観を反映
しつつも、細部においては執筆する画家の主
観によって独断される性質がある。これらを
客観的に判断する為に、内容の充実した技法
書３０篇ほどを選出し、書誌情報・序文・目
次を整理し、比較検討した。選出した技法書
は以下の通り。（※は今回本研究で新たに翻
刻を行った文献） 

 

① 『本朝画法大伝』（１６９０年） 

土佐光起 

② 『本朝画史』（１６９３年） 

狩野永納 

③ 『画筌』（１７１２年） 

林守篤 

④ 『独寝』（１７２３年） 

柳澤淇園 

⑤ 『画法彩色法』（１７３８年） 

西川祐信 

⑥ 『秘文録』 （１７６１年） 

円満院門主祐常 

⑦ 『学翼』（１７７０年） 

久川靱負 

円山応挙 画 

⑧ 『漢画指南』（１７７６年） 

建部凌岱 

⑨ 『画鵠』（※）（１７８３年） 

窪俊満 



 

 

⑩ 『漢画独稽古』（１８０５年） 

君山宮瓊 

⑪ 『嵩鶴画談』（１８３４年） 

桜井嵩鶴 

⑫ 『画伝幼学絵具彩色独稽古』（※） 

（１８３４年） 

鹿田孝清 

⑬ 『彩色童喩』 

鹿田孝清 

⑭ 『絵本彩色指南』（※）（１８４０年） 

不明 

⑮ 『椿山書簡』（１８４６年） 

椿椿山 

⑯ 『画本彩色通』（１８４８年） 

葛飾北斎 

⑰ 『丹青秘録』（１８８４年） 

加藤竹斎 

⑱ 『本朝画法』（１８８４年） 

村上奉一 

⑲ 『暁斎画談』（１８８７年） 

河鍋暁斎 

⑳ 『絵具使用法』（１８９０年） 

駒井龍仙 草案 

幸野楳嶺 訂正 

㉑『雑事抄録』（１８９９年～） 

高屋肖哲 

㉒『絵画之栞』（１９０２年） 

木田寛栗 

㉓『日本画彩色法秘伝』（１９０２年） 

狩野芳崖 

㉔『日本画手引草』（１９０２年） 

木田寛栗 

㉕『日本画指南』（１９０３年） 

奥村石蘭 画 

青木恒三郎 編 

㉖『洋画材料品日本画用品明細目録』 

（１９０９年） 

大日本絵画講習会 

㉗『画法一班』（不明） 

結城素明 

㉘『丹青指南』（１９２６年） 

市川守静 

㉙『日本画を描く人の為の秘伝集』 

（１９３３年） 

本間良助 

㉚『アトリエ美術大講座 日本画科 

材料用具解説 ２』（１９３４年） 

都筑真琴 

㉛『日本画とその技法』（１９３６年） 

松岡映丘 

川合玉堂 

結城素明 

川崎小虎 他 

 

また、膨大な文献をより効率よく利用する

必要があったため、技法書のデータベース化
を進めた。まず、先に挙げた文献の中で主に
著作権のきれた文献を中心に、テキストデー
タ化を行った。そのうち、４篇の文献を収め
た技法書データベースをβ版として公益財
団法人芳泉文化財団 第一回文化財保存学
日本画研究発表展（東京芸術大学大学美術館 
陳列館一階、正木記念館一階）において発表
した。 

 

東京芸術大学大学資料館所蔵の約５００
０点の摸本類が未整理のまま所蔵されてい
たため、これらの整理作業を行い、ほぼ完了
することができた。これらの整理作業の過程
と、京都市立芸術大学芸術資料館所蔵の摸本
類の閲覧などにより、明治以降の美術学校で
使用されていた「摸本」の主題が、技法書で
起こっている画家の価値観の変化と同じよ
うな過程を経ていることを裏付けることが
できた。 
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